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Ⅰまえがき

沿岸漁業振興策の一環として，漁場改良造成事業の魚礁設置が全国的に強力に推進され着々成果を

修めておることは衆知のとおわである。
未

これらの魚礁軋コンクリートブロックによるものであ、つて，土喪的大規模を施設のもとに実施され

ているが，特に経済的な効果性についてはかならずしも適切なる事業であるかどおか間鯖があるように

考えられる。

そこでクレーン船とか土木的施設がなくとも適宜投入でき，しかもコンクリートブl一ック以上の集魚

効果並びに生産効果を現わし，設置后も耐久力を持つものがないかどおかを検討した。

幸い，パイプメーカーの富士三機鋼管株式会社が，パイプ構造物による魚礁を考案し，材料の供武を

得たのでこの試験を実施すること托した。

Ⅱ　投入魚礁

（lI　魚礁の形状及び投入状況
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第1園　トりポ，トⅡ－W型
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投入魚礁トリボ，トの形状は

第1図に示す通りである。昭和

40年4月に投入したトリポッ

ト魚礁は投入後の設置状麿が悪

く，昭和40年11月に投入し

た物はその点の改良を試みたも

のである。投入にはクレーン船

（クレーン能力75吼塔戯可

能量1■50屯，）を用い，クレ

「ン′て持ち揚げられる最大個数

を一回の投入個数と定め，予定

海区にブイを設置し投入時は船

を固定し出来るだけ1ケ処にま

とまる様に努めた。
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第2園トリボ，トⅡ－W（変形型）
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型変型の魚礁55組のうち18

組に人工海藻を肘着させた。人

工海藻は鼓塾の中央部，鉄パイ

プの交差する部分に取付け■設

置魚礁がいかなる状態で落ちて

も人工海藻が正常な状態になる

ようにした。

㈱　設置状況

投入魚礁の海底における状態

は，魚探及び潜水に上り昭和40

年‘月，41年1月の間に数回

にわた少調査を実殖した。

魚探記録から解析すると次のエ

うな魚礁群が形成されるものと

推察される。魚礁投入点よりま

もなく沖側は深く落ち込み崖の

上に魚礁があわ，非常に変化に

青んだ海底を示している。第1

回投入単体物25個，第2回投

入5個連結，8組，人工海藻附

着単体2‘個と三つの魚礁許と

なるが，各々の距離は潜水時の　●

視界の範囲内に在存しているこ

とから．その距康はほほ10m

以内と推察され，一つの魚礁群

を形成していた。
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　　 設置期日－
項 目 昭 4 0． 4．1 7 昭和　 4 0．1 0． 9

投　 入　 個 数 2 5　 個 5 0　 個

投　 入 甥上所 川　 尻　 沖 川　 尻　 沖

魚礁の種類と
トリボ，ト トリポット∬W 塾　 1 5 組

大　 き　 さ 皿－W 型 トリボ タト∬W 変型 5 5 組

組立所用時間 ‘　 時間 1 0 時間 5 5 分

組　 立 負 数 ‘　 名 8　 名

設 置　 水 深 1 7 m

設　 置 場 所 川尻虚台夫方位 1 5 1 度 1・4 4 0 m

第Ⅰ表　設置魚礁内訳

項 且　 内 訳 性　　　　　　 質 備　　　　　　 考

材　　　　 質 発泡 ポ リエチ レン 褐　　　　 色

比　　　　 重 n 4

長　　　　　 さ ま0　 m

厚　　　　 さ m 2 5　 駕

巾 8 0　　　 笠

一 株　 本　 叡 ‘ ．業

吸　 水　 性 n 2 7　 ¢

耐　 熱　 性 8 2 ℃ ・－ 1 8 0 ℃

伸　　　　 率 1 5 °　 節

逮　　　　 捕
ク レモ ラ空。′シ 5 0 本 メラメラ打 強度Ⅶ虎 2 7 0晦 c lia

封 o n F 5 0 瘍 ‘ ′乞

第Ⅷ表　附着人工海藻性質

！ 国　 別0． 】　 魚 礁 重 積 数 ト ＋ 重 横 の 高 さ

】

1 1　 段 2　m

2 2　　 段 5　m

第Ⅱ表　魚礁の沈積状況（魚群探知機産研200b）の記録上わ解析

一＿‘5－
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第4図　魚探記録図（産研20D kO）昭和41年1月19日記録

招）魚礁附近の海況及び生物

附近の海況調査は昭和40年8月，41年1月に2回実施した。採水地点及び照度測定点は魚礁の

上で実施した。
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第Ⅳ表　魚礁附近①水質調香（昭和40年6月9日10－50壌水）
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妄＼－」］日

透　明　度

昭和40年8月9日　㌻　昭和41年1月19日㌢

5．7　m

0 2 0．0　0 0

1
　 ‾」十

8．C O O

2 5．0　0　0

5 2．1 〔】0

4 1．5　0　0

5 1．1 〔）0

1 0 4　8　0

1 5 1 5　0

B o t tom 1 2　0

第Ⅴ表　魚礁肘近の水中照度

15　m

水温，塩素量の分布は．水深20m程度の附丘では表面から海底までほ抒一定で変化なく，この時

期大洗正東感の海洋観測により大洗1浬点の水底，塩素量とほほ一致しているので，何等他の環境要

因が左右しているものとは考えられなし㌔二又窒素化合物の・．則定では，硝盛0～0．05，亜硝盛0．01

～0・20の亜園であり，一応硝感は正規分布をしているが他に特記する程の変化もをく，この附近で

は表面から海底官ではゞ同一な喋項に被われているものと思われた。又河川水の影響もなく，魚類の

棲息に悪影響を与える環境要因は全くなかった上うに考えられた。

採集点：　　　　生　　　　物

アワビ厳　し　グリブトシダリス・クレムラリス

r l　ェゾヒバリガイ
L

l　　ヒメイガイ

l　ムキガイ

l　　マポヤ

カサネカンザシ

ミネフジツボ

弓　オオブカフーゾウが

窮Ⅶ表　魚礁周辺の海底生物
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t41魚礁の潜水調査

2回潜水調査を実施したが，第1回巨昭和40年8月15－14日には沈設魚礁が少なかった雲と，

設着状腰掛増ずかった事の要因と思えるが魚の棲息は認められず，附近にチゴダヲ（方言．テダル）

が2～5尾見られた程度であった。第2匝日の水中観察結果は第Ⅷ表のとお少であった0

潜　水　 月　 日 昭　和　 4 1 年 1 月 1 9　日

底　　　　 質 石　　　　　　　　　 磐

沈　 設　 状　 況

≡X← 晋若造豊年2 5 ケ 北

ユ壬孟藻雷雲 → 深　 更支芸更← 1 1月設置

2 8 ケ　　　　　　　　 5　 つなぎ

附　 着　 生　 物 フ　ジ　ツ　ボ

棲　 息　 状　 況 クロメノミノレ　　 体長　 4 0 m　　 4 0 ～ 5 0　 尾群

視　　　　　 界 1 2　 ～　 1 5　 m

トリポット状況

【
l
1

卜蒜 ； トとトリポットを繋いだ金具の鉄板の破損が見らJ　　　　　l

第2 回目殴入，鉄管内に妙を入れた物は，ほとんど立っている …
他はほとんど横になっている。現在の所魚の見られるのは， 5 j

巨 醐 のみである∵ 腑 脚 「

第Ⅷ表　潜水調査結果表

かつて本県沖に設置したコンクリートブロックの調査報告で述べたが，設置後最も早く見られる魚

はメバル，ソイの底着性魚類であった。この事から推察すると．ソイは魚礁の中に入る性質があり，

メバル類は周辺を揮藩する習性をもつものと考えられ，こかした条件を考慮した場合，鉄旨ノてイ

ブ魚礁の性格等から考えて人工魚礁として初歩の第一段階を経過しているものと思えた。また設置後

2ケ月でこの様な卓が見られた事は，この魚礁が可成り集魚効果を時間の経過と共に示すものと考察

された。

ー占‘－

、
・
　
r

●
J
雷
．
．
．
．
ゝ
．
、
■
！
∫
㌢


